
空気式天井放射冷暖房システム

空気式天井放射冷暖房システム　ラディエール(RadiAir)は、
対流と放射の組み合わせにより室内空間の温度分布の均一化
を図っており、高い快適性・省エネ性・即効性・静寂性を　
実現すると共に知的生産性の向上にも繋がります。

更に、本システムに使用される放射パネルには蓄熱材が内蔵
されており、冷房運転時のパネル表面の結露防止た、暖房運
転時のデフロストなど、空調機の能力変動の緩和にも効果を
発揮します。
システム・在来天井にも対応できるよう設計されており、　
意匠的にも優れるよう配慮されております。

これらの特性から、　オフィス・病院・老健施設・ホテル・
学校・図書館など幅広い施設に適しており、施工も比較的　
容易なため既存の建物の改築にも幅広く採用されています。
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概要

省エネ性
通常の吹出し口と比べ、本システムでは放射の効果
により冷房時であれば設定温度を高めに、暖房時で
あれば、低めに設定しても同程度の快適性と室内環
境を維持できます。
弊社実験室での比較実験では従来型吹出口に対し、
定常運転時の年間消費電力量比で約20％削減が期待
できます。

立ち上がり・即効性
放射パネルの表面温度は　
暖房時で34℃程度、冷房
時で21℃程度まで到達　
します。
パネルとの室内温度差に
よって暖房時は暖かさ、　
冷房時は清涼感を居住者に
与えます。放射と対流の　
効果により、空調可能温度
到達までの時間は15分　
程度で、早い立ち上がりと
なっています。

温度環境
本システムは、放射と緩やかな対流により室内の快適性を維持します。
放射パネルが室内にバランスよく設置されることにより室内の温度ムラが解消され、更には垂直方向における温度差が居住域で約2℃
以内となります。
ゆるやかな送風と、パネル面からの放射により室内温度環境を一定に保ちます。夏季の冷房時は冷えすぎていない心地良い空気を吹
き、パネル面が吸熱し清涼感のある室内を、冬季暖房時は緩やかな暖房空気を吹き放射の効果により、足元まで温めます。

冷房時における立ち上がり上下温度分布

静粛性・快適性
従来の放射空調では、放射のみである
ため、室内空気が淀みがちになるのに
対し、本システムでは表面から緩やか
に空調空気を吹出すことで滞りがちな
空気の循環を促します。その際の気流
感も、不快に感じる速度以下(居住域で
0.25m/s以下)で快適性を損なうことが
ありません。
騒音に関しても空調機が室内に露出し
ない為、日常生活で発生する音と同等
かそれ以下となっており、気になりま
せん(30~35dB程度)。

垂直方向における気流速度イメージ

写真　放射パネル外観
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               ７つの特徴
■室内温度環境が均一
 　　　　→温度環境

■ドラフト感・騒音がない
 　　　　→静粛性・快適性

■(従来の放射空調に比べ)立ち上がりが早い
 　　　　→立ち上がり・即効性

■結露の心配がない
 　　　　→結露対策

■省エネ性に優れる
 　　　　→省エネ性

■様々な熱源との組み合わせが可能
 　　　　→様々な熱源に対応

■室内の意匠性に優れている
 　　　　→意匠性

結露対策

様々な熱源に対応 意匠性

暖房時における立ち上がり上下温度分布

夏季冷房運転前温度状況

夏季冷房運転15分後温度状況

冬季暖房運転前温度状況

冬季暖房運転15分後温度状況

年間消費電力量比 どのような熱源にも対応可能

本システムは、空気により放射パネルの加熱・冷却
を行います。冷温風を送風可能な空調機であれば、
熱源を問いませんので自由度の高い熱源機器の設計
が可能となります。

写真　岩手銀行中ノ橋支店ロビー

放射パネルは、天井面がフラットに
なるよう設計されています。これに
より天井面がすっきりとした印象と
なります。
パネルの色やデザインは建築の意匠
に合わせて柔軟に設定することが　
可能です。
本システムにより、空間内の温度が
均一に保たれているため、室内空間
の利用方法に制約が無く、空間利用
に自由が生まれます。

　　　　　　　　　写真：岩手銀行中ノ橋支店
　　　　　　　　　設計：株式会社久慈設計
　　　　　　　　　施工：清水建設株式会社
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相対湿度66％から冷房最大運転した時の温湿度変化

蓄熱材の効果により、高負荷運転を行った際にもパネル
表面温度は結露を起こす温度まで下がりません。
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